
 



2広報「 」平成17年11月号

　
平
成
17
年
第
３
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
14
日
か
ら
28
日
ま
で
の 

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
16
年
度
葛
城
市
一
般
会 

計
決
算
の
認
定
な
ど
多
数
の
重
要
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
平
成
17
年
第
３
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
14
日
か
ら
28
日
ま
で
の 

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
16
年
度
葛
城
市
一
般
会 

計
決
算
の
認
定
な
ど
多
数
の
重
要
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

第
３
回
葛
城
市
議
会 

　
　
　
　
定
例
会
開
催 
第
３
回
葛
城
市
議
会 

　
　
　
　
定
例
会
開
催 

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
【
承
　
認
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
認
　
定
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
【
認
　
定
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
【
認
　
定
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
【
認
　
定
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
【
認
　
定
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
学
校
給
食
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
【
認
　
定
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
【
認
　
定
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
霊
苑
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
【
認
　
定
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
認
　
定
】

●
葛
城
市
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
葛
城
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
【
可
　
決
】

●
葛
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
葛
城
市
特
別
参
与
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
葛
城
市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
奈
良
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
奈
良
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
　
　
【
可
　
決
】

●
奈
良
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
奈
良
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
奈
良
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回
収
管
理
組
合
の
組
織
市
町
村
及
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の
組
織
市
町
村
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
　
【
可
　
決
】

●
奈
良
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て
【
可
　
決
】

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
【
可
　
決
】

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の

議
決
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
　
決
】

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
霊
苑
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
【
可
　
決
】

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
　
【
可
　
決
】

平成16年度

こ
の
度
、
第
３
回
葛
城
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
葛
城
市
が
誕
生
し
て
初

め
て
と
な
る
平
成
16
年
度
（
平
成
16
年

10
月
〜
平
成
17
年
３
月
分
）
の
決
算
が

報
告
さ
れ
、
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

葛
城
市
で
は
み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
税
金
と
、
地
方
交
付
税

（
所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
す
る
税
金
の

中
か
ら
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体

に
交
付
さ
れ
る
お
金
）
・
国
庫
支
出
金

（
市
が
行
う
特
定
の
公
共
工
事
な
ど
に

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
）
な
ど
に
よ

り
地
域
基
盤
整
備
や
福
祉
、
教
育
の
充

実
な
ど
、
み
な
さ
ま
の
生
活
向
上
、
快

適
な
環
境
づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
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平成16年度（10月～3月）会計別決算額 

7,615,306

1,846,160

1,387,026

795,040

1,910,427

164,413

6,626

19,038

一　般　会　計

国  民  健  康  保  険  特  別  会  計

老　人　保　健　特　別　会　計

介　護　保　険　特　別　会　計

下　水　道　事　業　特　別　会　計

学　校　給　食　特　別　会　計

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金 特 別 会 計

霊　苑　事　業　特　別　会　計

7,357,524

1,440,108

1,380,635

764,390

1,636,935

162,024

6,524

876

257,782

406,052

6,391 

30,650

273,492

2,389

102 

18,162

396,784

133,234

収　益　的　収　支

資　本　的　収　支
水道事業会計

392,842

162,648

3,942

-29,414

（単位：千円）

一般会計 
歳入決算額 

一般会計 
歳出決算額 

76億1530万6千円 

73億5752万4千円 

市税 
1,349,765千円 

総務費 
1,042,360千円 

民生費 
1,425,016千円 

議会費 
105,627千円 

衛生費 
590,717千円 

農林商工費 
233,305千円 

地方譲与税 
120,884千円 
利子割交付金 
29,272千円 
配当割交付金 
5,279千円 

株式等譲渡所得割交付金 
10,864千円 
地方消費税交付金 
119,127千円 
自動車取得税交付金 
54,668千円 

地方交付税 
1,173,869千円 

土木費 
1,401,342千円 

国庫支出金 
1,005,248千円 

県支出金 
507,254千円 

消防費 
260,117千円 

教育費 
717,311千円 

諸支出金 
48,530千円 

予備費 
0千円 

使用料及び手数料 
96,056千円 

財産収入 
21,047千円 

繰入金 
0千円 

寄附金 
3,749千円 

諸収入 
1,326,213千円 

公債費 
1,529,108千円 

市債 
1,709,000千円 

分担金及び負担金 
80,459千円 

交通安全対策特別交付金 
2,552千円 

災害復旧費 
4,091千円 
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一一
日日
警警
察察
署署
長長

交交
通通
安安
全全
事事
業業
所所
訪訪
問問

高
田
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
主
催
の
「
一

日
警
察
署
長
交
通
安
全
事
業
所
訪
問
」
が
、
９
月

26
日
に
実
施
さ
れ
、

高
田
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
会
会
員
の

３
事
業
所
に
所
属
す

る
女
性
従
業
員
が
、

一
日
警
察
署
長
と
し

て
、
高
田
警
察
署
管

内
の
会
員
事
業
所
に

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
、
安
全
運

転
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

戦戦
没没
者者
追追
悼悼
式式

10
月
１
日
、
新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
葛
城
市

主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
が
、
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
に
は
、
か
つ
て
の
戦

争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
遺
族

や
関
係
者
、
来
賓
な
ど
約
４
０

０
人
の
出
席
が
あ
り
、
全
員
で

英
霊
に
対
し
、
黙
祷
と
献
花
を

捧
げ
ま
し
た
。

祖
国
の
尊
い
い
し
ず
え
と
な

ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
に
対
し
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

百百
歳歳
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

太
田
の
伏
見
イ
ノ
さ
ん
が
、

10
月
２
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
市
長
が
お
祝

い
に
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
祝
い
の
花
束
を

前
に
、
ご
家
族
の
暖
か
い
祝
福

を
受
け
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
で
、

長
寿
の
記
録
を
更
新
し
て
く
だ

さ
い
。

国国
勢勢
調調
査査
へへ
のの
ごご
協協
力力

ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

皆
さ
ん
の
調
査
票
は
、
厳
重
な
管
理
の
下
、
集
計

中
で
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
取
組

や
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

（
総
務
省
統
計
局
）

南南
国国
のの
果果
実実
パパ
パパ
イイ
ヤヤ

県
道
山
麓
線
沿
い(

山
田)

で
、
南
国
の
果
実
パ
パ
イ
ヤ
の

並
木
が
人
目
を
引
い
て
い
ま
す
。

同
区
の
伏
見
詔
子
さ
ん
が
、「
変
わ
っ
た
野
菜
づ
く
り
を

し
よ
う
。」
と
昨
年
よ
り
栽
培
を
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
市
内
の
農
家
３
名
も
栽
培
を
始
め
、
市
内
各

地
で
南
国
の
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

市
内
で
収
穫
し
た
パ
パ
イ
ヤ
は
熟
さ
な
い
の
で
、
野
菜

と
し
て
調
理
し
ま
す
。
パ
パ
イ
ヤ
に
含
ま
れ
る
パ
パ
イ
ン

酵
素
に
は
、
肉
を
軟
ら
か
く
す
る
性
質
が
あ
る
の
で
、
肉

を
パ
パ
イ
ヤ
お
ろ
し
（
だ
い
こ
ん
お
ろ
し
の
パ
パ
イ
ヤ
バ

ー
ジ
ョ
ン
）
に
漬
け
込
ん
だ
り
、
豚
肉
の
角
煮
な
ど
を
作

る
時
に
パ
パ
イ
ヤ
の
か
け
ら
を
一
緒
に
入
れ
た
り
す
る
と

い
い
と
の
こ
と
で
す
。
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葛葛
城城
アア
ググ
リリ
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
特特
区区

葛
城
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
区
が
10
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
、
10
月
７
日
開

催
さ
れ
た
農
業
委
員
会

総
会
で
審
議
が
行
わ
れ

２
名
の
新
規
就
農
者
が

誕
生
し
ま
し
た
。

今
夏
に
空
き
家
を
リ

ホ
ー
ム
し
、
生
駒
市
か

ら
転
入
さ
れ
た
高
垣
さ

ん(

山
田)

は
、「
夢
で
あ

っ
た
田
舎
暮
ら
し
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
そ

う
で
す
。」
と
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
金
曽
圭
三
さ

ん(

竹
内)

は
、
同
地
区
の

農
業
者
の
も
と
で
農
業
研
修
を
受
け
ら
れ
、
無
農
薬
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
ま
す
。
金
曽
さ
ん
は
、「
野

菜
の
持
つ
本
来
の
味
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
新
規
就
農

を
目
指
さ
れ
る
方
の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
き
た
い
。」

と
抱
負
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
橋
本

会
長
は
、「
特
区
の
施

行
に
よ
り
、
遊
休
農
地

の
解
消
、
地
域
農
業
の

活
性
化
を
図
り
、
多
様

な
担
い
手
の
育
成
を
進

め
て
い
き
た
い
。」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

民民
生生
委委
員員
・・
児児
童童
委委
員員
委委
嘱嘱

９
月
27
日
付
で
、
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

花
内
貴
美
子
　
　
担
当
地
区：

新
町
・
南
新
町

小
峠
　
秀
子
　
　
担
当
地
区：

竹
内

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

交交
通通
安安
全全
ポポ
スス
タタ
ーー
表表
彰彰
式式

９
月
21
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
秋
の
交
通
安
全
県

民
運
動
に
お
い
て
葛
城
市
交
通
対
策
協
議
会
お
よ
び
葛
城
市
交
通

安
全
母
の
会
の
事
業
の
一
環

と
し
て
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ

ー
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。市

内
各
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
の
子
ど
も
達
を

対
象
に
募
集
が
行
わ
れ
、
そ

の
応
募
総
数
７
８
６
点
の
中

か
ら
、
特
に
優
秀
な
作
品
９

点
に
つ
い
て
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

稲稲
刈刈
りり
体体
験験

10
月
17
日
、
お
米
・
ご
は
ん
食
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
た
め
に
、「
お
米
・
ご
飯
食
体
験
」（
奈
良
県

農
業
協
同
組
合
主
催
）
が
行
わ
れ
、
新
庄
小
学
校
５

年
生
１
１
７
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

水
田
で
の
で
稲
刈
り
体
験
の
後
、
Ｊ
Ａ
新
庄
中
央

支
店
に
移
動
し
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
見
学
と
新
米

で
つ
く
っ
た
カ
レ
ー
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、「
新
米
は
、
や
っ
ぱ
り
美
味
し
い
。
お

か
わ
り
！
」
と
目
を
輝
か
せ
て
う
れ
し
そ
う
に
新
米

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
、

「
今
後
と
も
、
生
産
者

と
消
費
者
の
交
流
に

力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
抱
負
を
語
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

◆
金
　
賞

新
庄
中
学
校
　
　
２
年

駒
　
井
　
恭
　
子

新
庄
北
小
学
校
　
６
年

石
　
田
　
　
　
睦

新
庄
北
幼
稚
園
　
ひ
ま
わ
り

寺
　
田
　
知
　
世

◆
銀
　
賞

新
庄
中
学
校
　
　
１
年

山
　
口
　
晴
　
菜

新
庄
小
学
校
　
　
５
年

土
　
谷
　
亮
　
介

磐
城
第
１
保
育
所

す
ず
ら
ん

永
　
座
　
康
　
佑

◆
特
別
賞

新
庄
中
学
校
　
　
１
年

荒
　
張
　
結
　
愛

當
麻
小
学
校
　
　
３
年

河
　
内
　
孝
　
仁

忍
海
幼
稚
園
　
　
ひ
ま
わ
り

山
　
中
　
美
沙
希
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事事
業業
者者
・・
市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
んん
へへ

個
人
情
報
の
保
護
は
市
の
機
関
だ
け
で

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者
や
市
民

の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、『
大

切
な
個
人
情
報
を
守
る
』
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
条
例
で
は
、
事
業
者
の

み
な
さ
ん
に
も
個
人
情
報
の
保
護
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
情
報
の
漏
え

い
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
条
例
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
も
、
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。

市市
がが
個個
人人
情情
報報
をを
取取
りり
扱扱
うう
とと
きき
はは

収
集
に
制
限
を
設
け
ま
す

★
個
人
情
報
を
取
得
す
る
と
き
は
、
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
事
務
の
目
的
・
範
囲

を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
の
範
囲
内
で
取
得

し
ま
す
。

取
り
扱
う
事
務
の
目
録
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
閲
覧
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
ま
す
。

★
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
法
令

等
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
利

用
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
本
人

か
ら
直
接
収
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
思
想
・
信
条
・
宗
教
・
社
会
的
差
別

の
原
因
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
個
人
情
報
は
、

法
令
等
の
根
拠
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
収

集
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
や
提
供
に
制
限
を
設
け
ま
す

個
人
情
報
は
、
本
人
の
同
意
や
法
令
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
取
得
し
た

と
き
の
目
的
以
外
に
利
用
や
外
部
提
供
を

し
ま
せ
ん
。

適
切
な
管
理
を
し
ま
す

個
人
情
報
の
内
容
は
、
正
確
性
を
保
ち
、

漏
え
い
や
改
ざ
ん
が
な
い
よ
う
適
正
に
管

理
し
ま
す
。

市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
んん
のの
権権
利利
がが

創創
設設
ささ
れれ
まま
しし
たた

開
示
の
請
求
が
で
き
ま
す

市
が
保
有
し
て
い
る
「
自
分
に
関
す
る

個
人
情
報
を
見
た
い
」
と
い
う
場
合
に
、

自
己
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
示
の
請
求
は
、
条
例
が
全
面
施
行
さ

れ
る
十
二
月
一
日
以
降
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

訂
正
・
削
除
・
中
止
の
請
求
が
で
き
ま
す

自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
開
示
請
求

し
た
結
果
、
市
が
保
有
し
て
い
る
情
報
が

間
違
っ
て
い
た
り
、
市
が
あ
ら
か
じ
め
届

け
出
た
内
容
と
異
な
っ
た
方
法
で
収
集
し

て
い
た
り
、
異
な
っ
た
利
用
や
提
供
を
し

て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
正
し
い

内
容
に
訂
正
す
る
よ
う
請
求
し
た
り
、
情

報
を
削
除
す
る
よ
う
請
求
し
た
り
、
利
用

や
提
供
を
中
止
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

不
服
の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す

開
示
請
求
を
し
た
結
果
、
情
報
が
開
示
さ

れ
な
い
・
訂
正
さ
れ
な
い
等
決
定
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不

服
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
服
申
し
立
て
を
う
け
た
市
は
、
第
三

者
機
関
で
あ
る
「
葛
城
市
個
人
情
報
保
護

審
査
会
」
に
対
し
て
、
諮
問
を
行
い
、
そ

の
答
申
を
尊
重
し
て
改
め
て
開
示
す
る
な

ど
の
決
定
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不不
正正
なな
利利
用用
をを
しし
たた
者者
にに
対対
しし
てて

罰罰
則則
がが
適適
用用
ささ
れれ
まま
すす

市
の
職
員
（
臨
時
職
員
・
ア
ル
バ
イ
ト

も
含
み
ま
す
）
や
職
員
で
あ
っ
た
も
の
、

委
託
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の
が
、
個

人
情
報
を
漏
ら
し
た
り
、
不
正
な
目
的
に

利
用
又
は
収
集
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
に

よ
り
「
二
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
百
万

円
以
下
の
罰
金
」「
一
年
以
下
の
懲
役
、
ま

た
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
委
託
業
務
の
従
事
者
が
個
人
情

報
を
漏
ら
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
法
人
の
代
表

者
な
ど
に
対
す
る
罰
則
も
設
け
、
従
業
者

を
監
督
す
る
責
任
の
あ
る
事
業
者
自
体
に

も
罰
則
を
科
し
、
個
人
情
報
保
護
に
万
全

を
期
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
。

条条
例例
のの
目目
的的

通
信
技
術
の
急
速
な
発
展
は
、
個
人
情

報
の
大
量
蓄
積
、
迅
速
な
処
理
を
可
能
に

し
、
業
務
の
効
率
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
不
適
正
な
取
扱
い
に
よ

り
、
個
人
情
報
が
予
期
し
な
い
こ
と
に
利

用
さ
れ
た
り
、
漏
え
い
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
個
人
の
権
利
や
利
益
が
侵
害
さ
れ
る

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に
、
個
人
情
報

を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル
と
し

て
『
個
人
情
報
保
護
条
例
』
を
制
定
し
ま

し
た
。

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一

日
か
ら
全
面
施
行
し
ま
す
。

個個
人人
情情
報報
とと
はは

氏
名
・
住
所
・
性
別
・
生
年
月
日
・
職

業
・
所
得
・
資
産
・
思
想
・
病
歴
な
ど
個

人
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
を
い
い
ま
す
。
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葛
城
市
で
は
、
市
立
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
外
国
語
指
導
助
手
五
人
を
派
遣
し
、

英
語
と
の
楽
し
い
出
会
い
を
設
け
、
英
語

に
親
し
む
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
で
は
、
週
一
回
ず
つ
、「
英
語
で

遊
ぼ
う
」
の
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

担
当
は
、
松
本
・
デ
ヴ
ォ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

ン
先
生
。
幼
稚
園
の
門
に
ク
リ
ス
先
生
の

姿
が
見
え
る
や
、
子
ど
も
達
が
盛
ん
に
英

語
で
声
を
か
け
ま
す
。
笑
顔
で
そ
れ
に
答

え
る
先
生
。

「
英
語
で
遊
ぼ
う
」
の
時
間
は
大
好
評

で
、
英
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
、

歌
と
、
次
か
ら
次
へ
楽
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が

飛
び
出
し
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
本
格
的
な

発
音
に
接
し
な
が
ら
、
英
語
で
遊
ぶ
楽
し

さ
を
体
験
し
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

小
学
校
の
英
語
は
、
全
学
年
で
、
二
週

間
に
一
回
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。
担
当

は
、
マ
ー
ク
・
ウ
ェ
イ
ク
先
生
（
新
庄
地

区
）
と
マ
ー
テ
ィ
ン
・
コ
ザ
ム
先
生
（
當

麻
地
区
）。

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
英
会
話

の
基
礎
を
楽
し
く
繰
り
返
し
学
び
ま
す
。

暗
記
す
る
の
で
は
な
く
使
い
慣
れ
る
こ
と

で
、
い
つ
の
間
に
か
英
語
を
身
に
付
け
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
存
分

に
経
験
し
た
上
で
、
中
学
校
の
英
語
学
習

に
つ
な
ぎ
ま
す
。

中
学
校
の
担
当
は
、
サ
ラ
・
ジ
ェ
ー

ン
・
ウ
ォ
ル
ジ
ー
先
生
（
新
庄
中
）
と
ジ

ェ
イ
ソ
ン
・
ス
ー
チ
先
生
（
白
鳳
中
）。

生
徒
に
は
、
小
学
校
で
の
学
習
経
験
を

生
か
し
て
英
語
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。
身
近
に

い
て
く
れ
る
外
国
語
指
導
助
手
と
い
ろ
ん

な
機
会
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
で
、
英
語
学
習
に
対
す
る
興
味
や
関

心
が
高
ま
り
、
英
語
の
基
礎
力
も
自
ず
と

養
わ
れ
ま
す
。

国
際
化
が
急
速
に
進
行
す
る
現
代
、
英

語
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
な
く
し
、
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
意
欲
と
基

礎
力
を
養
う
こ
と
は
、
子
ど
も
達
の
未
来

に
大
き
な
可
能
性
を
も
た
ら
し
ま
す
。
葛

城
市
の
子
ど
も
達
が
英
語
で
は
ば
た
く
明

日
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

①新庄北幼稚園
②新庄幼稚園
③當麻幼稚園
④磐城幼稚園
⑤磐城小学校
⑥新庄北小学校
⑦白鳳中学校
⑧新庄中学校

②

③

④
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⑧
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個人事業者の皆さまへ（消費税について）
前々年の課税売上高が1,000万円を超えると消費税の課税事業者になります。

◇ 納付税額の計算方法は2種類です。
一般課税と簡易課税の2種類があります。なお、簡易課税による場合には事前の選択届出が必要です。
◇ 日々の記帳と書類の保存が必要です。
例えば、一般課税により申告される方は、帳簿と請求書等の保存がないと、仕入れや経費の支払の際の
消費税分を控除することができません。

◇ 「簡易課税制度選択届出書」を提出してください。
平成17年に新たに課税事業者となった方、平成18年に課税事業者である方は、平成17年12月31日ま
でに提出する必要があります。

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

◎詳しくは、葛城税務署（22）2721まで。

地方消費税啓発推進『キャラクター』募集について
奈良県内での消費拡大を、県民の皆さんに広く啓発する為の『標語』と『キャラクター』を公募します。

【皆さんが買い物等された時に、支払われる消費税（5％）のうち1％相当分（地方消費税）が
その消費された都道府県へ配分され、その2分の1が市町村へ交付されます。】

▼応募資格：奈良県内に居住、在学または勤務されている方。
（作品は、未発表のもので異なる作品に限り一人何点でも応募出来ます。）

▼応 募 先：〒630-8501 奈良県総務部税務課内
奈良県地方消費税啓発推進協議会事務局「標語・キャラクター」募集係

TEL0742-27-8371 FAX0742-26-3674
奈良県HP http://www.pref.nara.jp/zeimu/guide/logoboshuu/
Eメール zeimu@office.pref.nara.lg.jp

▼応募期日：平成17年12月28日（必着とします）
◎詳しくは、応募先までお問い合わせください。 （税務課）

11月から市税特別滞納整理を実施

市税は、市民のみなさんが自主的に納期限内に納めていただかなくてはいけません。
納期限内に納めていない人がいると、すでに納めている人との公平を欠くばかりでなく、市の財政運営に影

響を及ぼします。
定められた納期限内に納めないことを滞納といいます。
市税特別滞納整理を実施し、滞納者への戸別訪問などの催告を行い、納付に誠意のみられない滞納者には、

やむを得ず財産の滞納処分（預貯金、給与、不動産などの差押え）をする場合もあります。
市税の滞納のある人は、早急に納付してください。
また、納期限までに納付の困難な事情のある場合は、お早めに税務課までご相談ください。

納税に便利な口座振替を
口座振替をあらかじめ申し込んでおきますと、納付のために金融機関などにお出かけいただく必要がなく、

預貯金口座から自動的に納付することができます。
口座振替は、安全、便利で、納付忘れがなく安心です。
申し込み手続きなどのお問い合わせは、税務課へ。
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青少年の健やかな成長を願って
11月は全国青少年健全育成強調月間

11月は「全国青少年健全育成強調月間」です。この機
会に、時代を担う青少年の健全育成について改め考えてみ
ましょう。
青少年は社会の宝です。青少年が健やかに成長し、未来

に夢と希望を持って自立し活躍できるよう支援する取り組
みの輪を広げましょう。

･青少年の育成は、大人一人ひとりの責務
･地域で一体となって青少年の育成を
･青少年の体験活動の促進
･児童虐待への対応

（葛城市教育委員会・青少年健全育成協議会）

11月12日から25日までは、
「女性に対する暴力をなくす運動」の期間です。
毎年、11月12日から25日までの2週間、「女性に対する暴力をなくす運動」が実施

されます。（11月25日は「女性に対する暴力撤廃国際日」です。）
暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許されるもの

ではありませんが、特に、配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春・人身取引、セク
シュアル・ハラスメント、ストーカー行為など女性に対する暴力は、女性の人権を
著しく侵害するもので、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課
題です。
この運動期間をきっかけに、女性に対する暴力について考え、暴力のない社会づ

くりをすすめていきましょう。 （人権政策課）

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

おおさか「山の日」フェスティバル
Iｎ二上山

～歴史と文化に彩られた秋の二上山に大集合～

大阪府では、11月を「山に親しむ推進月間」、
同月第2土曜日をおおさか「山の日」と定めま
した。これを記念して、二上山雌岳周辺におい
てイベントを開催します。

●内容：コースター作成などの木工教室・ヤッホ
ーコンテスト・じゃんけん大会など

●日時：11月12日（土）午前11時～午後3時
●場所：二上山雌岳山頂および万葉広場（大阪

府南河内郡太子町）
●アクセス：葛城市新在家大池登山口から

徒歩約1時間
◎詳しくは、大阪府環境農林水産部みどり・

都市環境室　森林課
TEL06(6941)0351（内線：2752）

【日　時】11月20日（日）
【集合・計量】午前9時 【開会式】午前9時30分

【場　所】葛城市民体育館
【主な規定】
①男子・女子・男女混合の部・小学生の部（4年生以上）で
行う。（混合の部と男子・女子の部を兼ねることはできない。）
②1チーム選手8名（混合の部は男子4名・女子4名）、交替
要員2名、監督・コーチ各1名の計12名以内。
③男子は選手8名体重合計が600㎏以下とする。男女混合の
部、女子および小学生の部について、計量は行わない。

【参加対象】市内在住在勤者
【表　彰】○男子・女子の部 ○男女混合の部 ○小学生の部
【申込方法および抽選会】

参加申込書にて11月6日 (日) までに、葛城市コミュニテ
ィセンターに申し込んでください。
抽選会は、11月17日 (木) 午後8時から葛城市コミュニテ
ィセンターにおいて行います。
◎詳しくは、葛城市コミュニティセンターTEL（69）6961まで。

葛城市人事異動
【10月1日付、（ ）内は旧職】

【課長級】
▽新庄クリーンセンター所長（健康増進課長兼
新庄健康福祉センター所長）杉村宏▽健康増進
課長兼新庄健康福祉センター所長（新庄クリー
ンセンター所長）森川重裕

【課長補佐級】
▽環境課長補佐（當麻給食センター所長補佐）
山下宗良

【主査級】
▽環境課：葛城地区清掃事務組合へ派遣（建設
課）高橋正典▽建設課（環境課：葛城地区清掃
事務組合から帰還）奥田久郎▽當麻給食センタ
ー（環境課）羽柴恵由▽新庄文化会館（當麻文
化会館）今仲和広▽當麻文化会館（新庄文化会
館）安川賢明
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本年の3月31日に所得税法の一部が改正され、平成17年分所得から、国民年金保険料に係る社会保険料控除
の適用に当たって、確定申告または年末調整の際に、当該保険料を支払いした旨を証明する書類の添付等が必
要になります。
この改正に合わせて、社会保険庁から国民年金保険料の納付証明書を次のとおり郵送します。

対 象 者 郵送される時期
平成17年1月から9月までの間に保険料を納付された方 平成17年11月
平成17年9月以前に保険料の納付が無く、10月から
12月までの間に納付された方

平成17年11月送付分について
次の方には、平成17年10月分～12月分までの納付見込額が記載されます。
①口座振替者

口座振替の引落し方法に合わせて、10月1日から年内に引落しが予定されている保険料を納付見込額と　
して記載されます。

② 現年度保険料完納者　
①の方のほか、9月30日（休日の場合は翌営業日）時点において、現年度保険料（当該年の4月分～8
月分まで）が完納されている方に対して、10月1日から年内に納付が見込まれる保険料額を納付見込額
として記載されます。

※現年度保険料に未納期間があり、納付見込額が記載されない方が年末調整等を行う場合は、10月1日から年
内に納付する額を自己申告し、領収証書を添付（年末調整においては領収証書について後日提出可能）して税
務申告することとなります。

年金週間は、国民の一人ひとりが年金を身近で大切なものとして考え、公的年金制度の意義や役割について
の正しい認識と年金行政についての理解と信頼を深めていただくことにより、一人ひとりに年金制度に対する
参加意識を持っていただくことを目的とし、「世代間扶養」の仕組み、すなわち「世代と世代の支え合い」を基
本理念として成り立っています。また、老後だけでなくいつおこるかわからない万が一の時に備え、みんなで
支えあう制度です。

年金週間は、年金相談を拡大しておこないます。
（日時）平日：11月7日（月）～11日（金）午後7時まで受付を延長します。

休日：11月6日（日），12日（土）午前9時30分から午後4時まで受付します。
（場所）○県内の社会保険事務所

○奈良年金相談センター　奈良年金相談センターについては、11月6日と12日は開庁し、
休日年金相談をおこないます。平日の時間延長は行ないません。

奈良社会保険事務局年金課 http://www.sia.go.jp

ねんきんに関する電話でのご相談については、これまで全国23ヵ所の年金相談センターまたは社会保険業務
センター中央年金相談室の電話番号に電話をおかけいただいておりますが、本年10月31日（月）から拠点毎の
電話番号を2つの全国共通電話番号に集約し、ネットワークにより効率化を図るサービス（『ねんきんダイヤル』）
を開始します。
全国どこからでも、次の番号におかけください。

◆年金請求などの年金相談について … TEL 0570（05）1165
◆すでに年金をお受けになっている方の年金相談について … TEL 0570（07）1165

受付時間は、午前8時30分から午後5時（土・日・祝日を除く）
（市民課）

平成18年2月
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下記のようなときは、医療機関の窓口で費用の全額を支払います。その後、領収書を添えて療養費の支給申
請をすることにより、保険給付分が払い戻されます。
なお、申請された書類は審査会へ提出し、医療（施術）の内容や価格が適切かどうか審査を受けるため、申

請されてから支給されるまでには、2，3ヵ月かかる場合もありますのでご理解ください。

急病などで、やむを得ず国民健康保険証を持たずに 診療内容の明細書（診療報酬明細書）
お医者さんにかかったとき
医師が療養上、必要と認めたコルセットなどの 補装具を必要と認めた医師の意見書、証明書
補装具代金
輸血したときの生血代 ・医師の理由書か診断書

・輸血用生血液受領証明書
・血液提供者の領収書

申請に必要なもの ○申請書（市民課にあります） ○上記に該当する明細書等　
○国民健康保険証　○印かん　○領収証　○通帳（郵便局以外）

◎詳しくは、市民課保険年金係まで。

奈良県では、昨年10月「落書きのない美しい奈良をつくる条例」を改正し、違反者には10万円以下の罰金が
科せられることになりました。
…条例　第６条　

前条の規定に違反した者は、
10万円以下の罰金に処する。

◎落書きをやめましょう
落書きは犯罪です。落書きをされた人はもちろん迷惑ですが、それを見た人も不快な気持ちになります。歴

史と文化に恵まれた美しい奈良県を守りましょう。
…条例　第５条　何人も、落書き行為をしてはならない。

◎地域で落書きされない環境をつくりましょう
地域環境のみだれは、落書き行為などの犯罪を誘発します。一人ひとりが美しい環境づくりに心掛け、日頃

から地域の美化活動に取り組みましょう。
また、みんなで落書きや環境美化に関する問題について話し合うことで、地域への関心が高まり、落書き防

止にもつながります。
…条例　第４条　県民等は、落書き行為防止について理解を深め、地域の美観の保持及び快適な生活環境の確

保に努めるものとする。

◎落書きをされたらみんなで対策に取り組みましょう
落書きは直接の被害者だけではなく、誰がいつ被害にあってもおかしくない地域全体の問題です。ちょっとし
た落書きもそのまま放っておくと、落書きは広がり、地域の環境がみだれてしまいます。地区内一斉の落書き
消去活動など、地域のみんなで力を合わせて落書き対策に取り組みましょう。
…条例　第４条　県民等は、落書き行為防止について理解を深め、地域の美観の保持及び快適な生活環境の確　

保に努めるものとする。 （環境課）

補装具を必要と認めた医師の意見書、証明書

診療内容の明細書（診療報酬明細書）

輸血したときの生血代
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
他
人
の
人
権
を

侵
害
し
、
そ
の
人
の
幸
せ
に
生
き
る
権
利

を
奪
う
様
々
な
差
別
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
人
権
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
権
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
皆
さ
ん
と
共
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
あ
る
「
障
害
児
」
を
も
つ
母
親

が
書
い
た
手
紙
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

長
女
は
、
い
ま
小
学
一
年
生
。
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
学
校
に
一
日
も

休
ま
ず
通
学
し
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も

勉
強
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
室
に
は
い
り
座
っ
て
い
る
こ
と
、
カ
バ

ン
か
ら
本
を
取
り
出
す
こ
と
、
礼
を
す
る

こ
と
、
く
つ
を
は
く
こ
と
、
す
べ
て
が
こ

の
子
の
勉
強
な
の
で
す
。
健
康
な
子
ど
も

た
ち
の
中
で
、
見
て
覚
え
る
こ
と
が
進
歩

な
の
で
す
。

健
康
な
笑
顔
、
昔
を
振
り
返
れ
ば
想
像

も
つ
か
な
い
今
日
で
す
。
病
気
、
入
院
、

検
査
、
手
術
を
繰
り
返
し
、
四
歳
ま
で
の

間
に
、
一
人
の
人
間
が
経
験
し
な
い
ほ
ど

の
苦
し
い
思
い
を
し
た
子
で
す
。
そ
れ
で

も
こ
の
子
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
い
つ
も

希
望
の
子
で
し
た
。
私
は
希
望
を
捨
て
な

い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
間
、
最
後
ま

で
望
み
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
。
あ
き
ら

め
て
は
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
、
子
ど
も
は
話
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
知
能
も
二
歳
以
下
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
運
動
面
で
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、

明
る
い
笑
顔
を
も
っ
て
い
ま
す
。
保
育
園
、

幼
稚
園
、
そ
し
て
小
学
校
と
す
ば
ら
し
い

先
生
方
と
子
ど
も
た
ち
の
中
で
、
少
し
ず

つ
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
出
て
き
ま
し
た
。

周
囲
の
人
々
の
温
か
な
心
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
子
は
い
ま
で
も
な
に
も
で
き
ず
、
明

る
い
笑
顔
を
見
せ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
理
解
あ
る
大
人
、
心
や
さ
し
い

子
ど
も
た
ち
…
…
。
障
害
と
名
の
つ
く
子

ど
も
を
も
っ
て
初
め
て
知
っ
た
人
の
心
の

や
さ
し
さ
。
自
分
自
身
、
ど
れ
ほ
ど
子
ど

も
に
よ
っ
て
人
間
ら
し
さ
を
お
し
え
ら
れ

た
か
。
い
ま
負
け
惜
し
み
で
な
く
、
長
女

が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
障
害
」
を
持
つ
子
ど
も
の
親
の
中
に

は
、「
障
害
者
」
に
対
す
る
世
間
の
風
潮
に

負
け
て
、
わ
が
子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
憎
し
み
を
抱
い
た
り
、
愛
情
を
失
い

か
け
た
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
お
母
さ
ん
は
、
多
く
の
人
が
重

荷
と
見
て
い
る
障
害
を
も
つ
子
を
育
て
る

う
ち
に
人
間
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
教
え

ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

差
別
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
、

そ
の
問
題
に
出
会
わ
な
か
っ
た
ら
浅
い
見

方
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
い
ろ
い

ろ
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
や
私
た
ち

の
社
会
が
見
失
っ
て
い
る
多
く
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
自
分
の
身
近
で
起
こ
る
具

体
的
な
差
別
と
か
か
わ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

す
べ
て
の
差
別
に
共
通
す
る
も
の
を
学
べ

る
の
だ
と
い
え
ま
す
。

た
と
え
ば
、
部
落
差
別
を
追
っ
て
い
く

と
、
そ
の
中
で
の
女
性
の
立
場
、「
障
害
者
」

の
立
場
、
在
日
外
国
人
の
立
場
、
と
い
う

よ
う
に
重
な
っ
た
形
で
差
別
が
見
え
て
き

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
差
別
は
、
そ
れ
ぞ
れ

個
別
の
性
質
を
も
ち
な
が
ら
複
雑
に
か
ら

み
あ
っ
て
い
ま
す
。
遠
い
国
の
差
別
の
問

題
も
、
日
本
の
差
別
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

（
葛
城
市
人
権
問
題
啓
発
活
動
推
進
本
部
）
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☆ 健康相談
●日時：11月10日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：11月24日（木）・25日（金）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

平成18年4月1日から麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、
麻しん（はしか）と風しん混合ワクチンの2回接種制度が導入されます。

○　麻しんや風しんは幼児期にかかってしまうことが多いため、麻しんと風しんの予防接種は、お母さんから
の免疫がなくなる生後12月以降なるべく早期に接種することがお子さま自身の予防だけでなく、社会全体の
感染症の予防（まん延防止）のため大変重要です。

○　現在は、生後12月から90月の間に、麻しんワクチンと風しんワクチンを1度ずつ接種するという制度です
が、来年4月からは「乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン」（ＭＲ混合ワクチンと呼ばれています。）を使
用することで、麻しんと風しんの予防接種は一度で済むようになります。

○　さらに、より高い予防の効果を得るためには、2回接種を新たな制度として導入し、生後12月～24月に1
回目を接種、お子さまがより大きな集団生活（小学校）を始める前に接種することが望ましいため、小学校
就学前の1年間に2回目の接種を行うことになります。

○　平成18年4月1日以降、定期の予防接種（予防接種法に位置づけられている接種）としては、「ＭＲ混合ワ
クチン」のみとなり、現在使用されている「麻しんワクチン」及び「風しんワクチン」に関しては、定期の
予防接種としては受けられません。

○　現在、麻しんと風しんの予防接種の対象者（生後12月から生後90月に至るまでの間にある者）であって、
まだ麻しんと風しんの予防接種を受けていないお子さんがいらっしゃる保護者の方は、かかりつけ医とよく
相談し、ぜひとも早期に接種を受けることをお勧めします。

※ 平成18年3月31日まで
（対象者） 生後12月から生後90月に至るまでの間にある者

年齢（月） 0 　　　生後12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生後90月　　　　　　

「麻しんワクチン」と「風しんワクチン」をそれぞれ１回接種

※ 平成18年4月1日以降
（対象者）

第1期　生後12月から生後24月に至るまでの間にある者
第2期　5歳以上7歳未満の者であって、小学校就学の始期に達するまでの日の1年前の日から

該当始期に達する日の前日までの間にあるもの（いわゆる幼稚園の年長児）

年齢（月） 0 　　　　　　生後12月　～　生後24月　　　　生後5歳～7歳未満で年長の学年　
1 期 2 期

麻しん・風しん混合ワクチン　　　　　麻しん・風しん混合ワクチン　　
（1回） （１回）

※混合ワクチンは合計2回接種します

◎詳しくは、健康増進課　新庄健康福祉センター TEL（69）9900
當麻保健センター TEL（48）6611

までお問い合わせください。
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平成17年11月1日～12月5日（10月1日現在） 新庄文化会館（マルベリーホール） 

當麻文化会館 

11

12

  5 

12 

17 

23 

27 

28 

  4

土 

土 

木 

水 

日 

月 

日 

無　料 

無　料 

関係者 

関係者 

無　料 

関係者 

無　料 

（要整理券） 

第20回奈良県高等学校総合文化祭 
第11回なら・ヒューマンフェスティバル 
葛城市小中学校音楽発表会 

第２回葛城市社会福祉大会 

第3回からおけ優ゆう歌の祭典 
市内幼稚園合同文化鑑賞会 

おかあさんといっしょ宅配便 
「ぐ～チョコランタン小劇場」 

12：30～16：00 

10：00～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

  9：30～16：30 

10：30～11：30 

1回目  13：00～ 

2回目  15：30～ 

0743-52-0001【奈良県郡山高等学校】 
0742-27-8719【奈良県庁人権施策課内】 
48-2054【白鳳中学校】 

48-3373【葛城市社会福祉協議会當麻事務所】 
62-1738 

48-3633【磐城幼稚園】 

69-3001【企画調整課】 

69-3001【企画調整課】 

48-2269

奈良県高等学校文化連盟 

なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会 

葛城市教育委員会 

社会福祉法人 葛城市社会福祉協議会 

米 田 繁 男 

葛城市教育委員会 

葛城市・NHK奈良放送局 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

11
  3 

13

木 

日 
文化とコミュニティまつり 

JOKO会チャリティ 第3回歌謡教室発表会 

無　料 

無　料 

  9：00～ 

10：00～ 

 

葛城市文化とコミュニティまつり実行実行委員会 
JOKO会歌謡教室実行委員会 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

◎お問い合わせ　 新庄文化会館　TEL69－4600 當麻文化会館　TEL48－5000
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
準備、リハーサル等での使用に関しては本表に記載しておりません。詳細については、
主催者にお問い合わせください。

【開　催　日】2006年1月29日(日)  
【会　　　場】當麻文化会館  
【時　　　間】開場 14時00分　開演 14：30  
【入   場   料】3,000円 全席指定（当日500円増し）  
　　　　　　　※友の会価格1割引 
【前 売 開 始】10月29日（土）10時～ 
  　　　　　　 ※友の会電話先行予約　10月22日（土）10時～ 
【前売り場所】當麻文化会館  
【主　　　催】葛城市  
【お問い合わせ】當麻文化会館　TEL 48-5000 

【開　催　日】2006年1月29日(日)  
【会　　　場】當麻文化会館  
【時　　　間】開場 14時00分　開演 14：30  
【入   場   料】3,000円 全席指定（当日500円増し）  
　　　　　　　※友の会価格1割引 
【前 売 開 始】10月29日（土）10時～ 
  　　　　　　 ※友の会電話先行予約　10月22日（土）10時～ 
【前売り場所】當麻文化会館  
【主　　　催】葛城市  
【お問い合わせ】當麻文化会館　TEL 48-5000 

　　※15歳以下入場不可

-綾小路きみまろお笑いトークライブ- 
【日　時】2006年2月17日(金) 
【会　場】新庄文化会館 
【開　演】18時30分～ 
【入場料】全席指定　 4,500円(当日500円増) 
　　　　　友の会価格 4,000円 
【前売り開始】2005年11月26日(土)10時～ 　
　　電話予約　13時～
　　※友の会会員先行電話予約
　　　2005年11月19日(土)10時～
　　　(先行予約枠510席) 
 【前売り場所】
　　 新庄文化会館 
 　　チケットぴあ　　 Pコート゛364-575 
 　　ローソンチケット Lコート゛59462 
 【主　催】葛城市 
 【お問い合わせ】
　　　新庄文化会館（TEL69-4600）

休休休休
館館館館
日日日日

に白字は休館日。

新庄文化会館

當麻文化会館

リチャードシブヤ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930

金 土木 水火水火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
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図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
また逢いましょう 瀬戸内　寂聴・宮崎　奕保 ○
10代の子って、なんでこうなの！？ デイヴィッド・ウォルシュ ○
私ががんなら、この医者に行く 海老原　敏 ○
葉っぱでおぼえる樹木　原寸図鑑 濱野　周泰 ○
無事、これ名馬 宇江佐　真理 ○
隠蔽捜査 今野　敏 ○
誰よりもつよく抱きしめて 新堂　冬樹 ○
浄夜 花村　萬月 ○
日々の泡 宮崎　誉子 ○
僕らの事情。 デイヴィッド・ヒル ○
★ものしり絵本国旗 ひらい　ふみと ○
★職業別ユニフォーム・制服絵事典 日本ユニフォームセンター ○
★くんれんばっちり 工藤　直子 ○
★丘の上の人殺しの家 別役　実 ○
★13歳は二度あるか 吉本　隆明 ○
★クリスマスの幽霊 ロバート・ウェストール ○ ○
★おばさんはいつ空をとぶの 長谷川　知子 ○
★小さな小さなおとうとだったけど。 山本　まつ子 ○
★トゥートとパドル　ダフネちゃんとオパールちゃん ホリー・ホビー ○
★タンタンソビエトへ エルジェ ○ ○

1 11 1 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

11
月
12
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
お
じ
ゃ
る
丸
　
お
じ
ゃ
る
の
毎
日
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
當
麻
図
書
館

日
時：

11
月
13
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

絵
本
…
も
り
の
て
ぶ
く
ろ

お
は
な
し
…
赤
い
風
船

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
め
ん
ど
り
ペ
ニ
ー

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
は
な
し
…
め
鹿
坂
の
は
な
し

絵
本
…
お
ば
け
の
ト
ッ
ケ
ビ

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
新
庄
図
書
館

日
時：

11
月
26
日(

土)

午
前
10
時
〜
　
　

場
所：

新
庄
図
書
館

お
は
な
し
の
へ
や
・
AV
ル
ー
ム

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

紙
芝
居
…
ね
ず
み
き
ょ
う

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
…
動
物
村
の
広
場

絵
本
…
お
っ
ぱ
い

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
…
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
は
な
し
…
と
ま
ら
な
い
く
し
ゃ
み

絵
本
…
か
さ
じ
ぞ
う

紙
芝
居
…
ド
ン
グ
リ

◎お問い合わせ　 新庄図書館　TEL69－4646 當麻図書館　TEL48－6000

休休休休
館館館館
日日日日

に白字は休館日。 に色字は図書館整理休館日。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930

金 土木 水火水火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930當麻図書館

新庄図書館

天涯の船　上・下
玉岡かおる／著

精霊の守り人
上橋菜穂子／作

明
治
17
年
、
姫
路
藩
家
老
の
姫
の
身
代
わ

り
に
な
っ
た
12
才
の
少
女
ミ
サ
オ
は
、
ア
メ

リ
カ
へ
渡
る
船
の
上
で
桜
賀
光
次
郎
と
出
逢

っ
た
。
い
つ
し
か
二
人
は
惹
か
れ
あ
う
よ
う

に
な
る
が
、
結
ば
れ
る
こ
と
は
な
く
別
々
の

道
を
歩
む
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
相
手
へ
の

思
慕
は
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
終
生
お
互
い

の
人
生
に
大
き
く
関
わ
り
続
け
る
。

女
用
心
棒
の
バ
ル
サ
は
短
槍
使
い
の
名
人
。

あ
る
出
来
事
が
き
っ
か
け
で
、
新
ヨ
ゴ
皇
国
の

皇
子
チ
ャ
グ
ム
の
護
衛
を
託
さ
れ
る
。

自
ら
の
命
を
か
け
て
チ
ャ
グ
ム
を
守
る
バ
ル

サ
。
し
か
し
、
バ
ル
サ
の
心
は
暗
い
過
去
を
引

き
ず
り
そ
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
に
い
た
。

様
々
な
登
場
人
物
の
思
慮
が
交
差
し
物
語
り
が

織
り
な
さ
れ
て
ゆ
く
。
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秋季火災予防運動（11月9日～15日）
「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」

11月9日（水）から15日（火）まで、全国一斉に秋季
火災予防運動が実施されます。
この時季は、寒さが増すと共に暖房器具など火気を使

う機会が多く、火災が起こりやすくなります。消防署で
は各地区での自衛消防訓練指導や防災講習会などを通じ
て火災予防の啓発を図っていきます。また、行事のひと
つとして、11月9日(水)午後1時から葛城市消防署・消防
団の防火パレードを実施します。
皆さんのご家庭でも、大切な家庭から火を出さないよ

うに次の事柄について話し合ってみてください。

3つの習慣 ○ 寝たばこは、絶対やめる。

○ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策 ○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器等を設置する。

○ 寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

☆★119コーナー ☆★ 9月中 火災…１件 救急…115件 救助…２件
本年の累計 火災…８件 救急…944件 救助…16件

11月9日は「119番の日」です。

11月9日は、「１１９番の日」です。平成16年中の119番通報は、3,610件（1日平均10件）あります。その
中には、いたずら電話等もたくさんあり、火事や救急など本当に必要な時にかけられなくなります。また慌て
て通報をされますと内容がわからず、かえって出動が遅れる場合もありますので、119番は落ち着いてはっき
り通報しましょう。火事や救急など緊急の時は、気が動転してうまく119番通報ができません。119番通報を
される時は、次のことに注意しましょう。

☆火事・救急・救助などで119番通報するときは、落ち着いて局番なしの「１１９」をダイヤルして、
場所（番地・付近の目標物等）・名前・状況等を正確にはっきり言いましょう。

☆あわてずに通報するため、電話の近くに、住所や目標物を記入した「１１９番通報要領」を貼って
おきましょう。

☆市内から携帯電話で119番通報した場合、中和広域消防組合消防本部が受信し、葛城市消防本部に
転送されますので、最初に葛城市での事故であることを言ってください。

◆ 火事の問い合わせは、住民案内 TEL（69）9988
◆ 病院照会や救急等の問い合わせは、TEL（69）7171へお願いします。

消防署では、「いざ」という時のために、初期消火訓練・応急手当等の講習会を
実施しています。積極的な参加をお願いします。
◎詳しくは、消防署 TEL（69）7171まで。
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指名手配犯人の検挙にご協力を！
全国の警察では、警察庁が地下鉄サリン事件等で特別手配しているオウム真理教（アーレフに改名）
関係犯人である

公証役場事務長逮捕監禁致死事件　平田 信
地下鉄サリン事件　　　　　　　　高橋克也
地下鉄サリン事件　　　　　　　　菊地直子

の3名をはじめとして多数の犯人を指名手配中です。

なかでも凶悪な犯罪を犯した犯人については、全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行っています。
犯人を検挙し事件を解決するためには犯罪捜査に対する皆さんのご理解とご協力が従来に増して必要になっ

ています。指名手配をした犯人によく似た人を見かけた時は、迷わず警察へ通報してください。

犯罪捜査に協力を！
奈良県内における刑法犯の認知件数は、本年8月末現在14,561件（前年同期比1,781件減）と昨年に

比べて全体的には減少傾向を示していますが依然として深刻な状況です。特に住宅を対象とした侵入窃盗や街
頭犯罪の増加、凶悪な少年犯罪の多発、来日外国人犯罪の凶悪化・組織化と全国への拡散等が治安水準の悪化
を後押ししている状況です。
高田警察署管内での刑法犯の認知件数は、本年8月末現在2,206件（前年同期比309件減）と昨年に引き続い

て減少傾向にありますが、空き巣狙い・忍び込みなどの侵入窃盗やひったくり・車上狙い・部品狙い等の街頭
犯罪が依然として多発しております。

これから年末に向けて、この種犯罪の増加が懸念されますので被害に遭わないように警戒をお願いします。

『110番』は、事件が発生した時だけのものではありません。
「おかしい」と思った時や「あやしい」人物を見かけた時は、深夜・早朝を問わず１１０番通報をお願い

します。
高田警察署 TEL（22）0110
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新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
…

次
の
日
は
祝
日
で
す
が
、
新
庄
地
域
の

一
般
家
庭
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
平
常
通

り
行
い
ま
す
。

◆
11
月
23
日(

水：

勤
労
感
謝
の
日
）

◎
対
象
地
区
…
新
庄
・
葛
木
・
大
屋
・
北

道
穂
・
南
道
穂

★
資
源
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
…

◆
11
月
23
日(

水：

勤
労
感
謝
の
日
）
は
祝

日
の
た
め
25
日(

金)

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

◎
対
象
地
区
…
林
堂
・
脇
田
・
忍
海
・

薑
・
新
町
・
南
花
内
・
西
辻
・
南
新
町

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
69
）
３
７
７
３
ま
で
。

税
の
納
期

11
月
は
、

市
県
民
税
第
３
期

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
分

の
納
付
月
で
す
。

は
、
11

で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（
税
務
課
）

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【【
展展
示示
会会
】】

第
６
回
特
別
展

「
大
和
の
城
と
城
下
」

▼
内
容：

中
世
の
有
力
武
士
の
居
城
か
ら
、

近
世
城
郭
へ
と
展
開
し
た
城
で
あ
る
、
郡

山
城
・
高
取
城
・
松
山
城
・
二
見
城
及
び

葛
城
市
域
に
存
在
し
た
新
庄
陣
屋
を
取
り

上
げ
、
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▼
会
期：

開
催
中
〜
11
月
27
日
（
日
）

▼
会
場：

歴
史
博
物
館
特
別
展
示
室

▼
入
場
料：

通
常
の
入
館
料

【【
講講
演演
会会
】】

特
別
展
記
念
講
演
会
②

「
城
の
中
世
か
ら
近
世
へ
」

▼
日
時：

11
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

▼
講
師：

村
田
　
修
三
氏

（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

▼
会
場：

歴
史
博
物
館
２
階
「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
員：

１
０
０
名
程
度

▼
申
込：

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

【【
歴歴
史史
ウウ
ォォ
ーー
クク
】】

「
高
野
街
道
と
陣
屋
町
を
ゆ
く
」

▼
日
時：

11
月
19
日
（
土
）
※
小
雨
決
行

午
前
９
時
〜
午
後
２
時(

予
定)

▼
コ
ー
ス：

(

全
行
程
約
６
㎞)

歴
史
博
物
館→

高
野
街
道→

新
庄
陣
屋
町

→

屋
敷
山
公
園(

昼
食)→

西
辻
陣
屋
跡→

歴

史
博
物
館(

解
散)

《
予
定
》

▼
そ
の
他：

お
弁
当
・
飲
み
物
等
ま
た
雨

具
等
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
等
に
、
各
自
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
込：

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て

受
付
。

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
64
）
１
４
１
４
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
62
）
１
６
６
１

増
改
築
相
談

▼
日
　
時：

11
月
26
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

69)

２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

「
子
育
て
教
室
」
開
催

児
童
館
で
は
、
０
〜
５
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
の
親
を
対
象
に
、「
い
ま
求
め
ら
れ
る

親
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
子
育
て
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
お
子
さ
ん
も
保
育
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時：

11
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

▼
場
所：

當
麻
文
化
会
館
２
階
大
研
修
室

▼
講
師：

成
富
千
鶴
先
生

（
学
校
教
育
支
援
講
師
）

▼
申
込：

不
要

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
た
は

磐
城
校
区
児
童
館
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

48)

３
６
７
０

當
麻
校
区
児
童
館
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

48)

３
６
６
０

ま
で
。

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格：
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満(
平
成
元
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者)

の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者(

来
春

中
学
卒
業
予
定
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

前
期
課
程
終
了
見
込
の
者
を
含
む)

▼
受
付
期
間：

平
成
17
年
11
月
１
日(
火)
〜

平
成
18
年
１
月
10
日(
火)

▼
試
験
実
施
日：

平
成
18
年
１
月
14
日(

土)

▼
試
験
会
場

・
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

・
奈
良
県
中
小
企
業
会
館

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求

が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.nara.plo.jda.go.jp

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
橿
原
募
集
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
４
４
（
27
）
９
６
０
０
ま
で
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
一
斉
集
中
相
談
日

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
と
し
て
、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
と
弁
護
士
が
下

記
の
と
お
り
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時：

11
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
電
話
番
号ＴＥ

Ｌ

０
７
４
２
（
23
）
２
１
２
４

【
11
月
20
日
の
み
の
専
用
番
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
４
２
（
26
）
３
６
３
０
】

▼
対
象：

県
内
在
住
の
女
性

▼
相
談
員：

人
権
擁
護
委
員
・
弁
護
士

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
地
方
法
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
４
２
（
23
）
５
５
３
４
ま
で
。

市役所へのお問い合せは、新庄庁舎 TEL（69）3001 または 當麻庁舎 TEL（48）2811まで。

平
成
18
年
　
葛
城
市
成
人
式

本
市
で
は
、
新
成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
新
た
な
門
出
を
祝

福
す
る
た
め
、
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時：

平
成
18
年
１
月
９
日
（
祝
）

《
受
付
》
午
前
９
時
00
分
〜
　

《
開
会
》
午
前
９
時
30
分
〜

▼
場
　
所：

當
麻
文
化
会
館

▼
対
象
者

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜

昭
和
61
年
４
月
１
日
の
間
に

誕
生
さ
れ
た
方

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。

＊10月号の歴史博物館講演会の内容に誤りがありました。お詫び申し上げます。
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消
費
生
活
相
談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

11
月
14
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

市
役
所
當
麻
庁
舎

１
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

図
書
館
手
づ
く
り
講
座

ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

▼
日
時：

11
月
27
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所：

當
麻
図
書
館
研
修
室

▼
対
象：

大
人
（
募
集
人
数
は
25
名
）

＊
　
材
料
費
が
必
要
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は

當
麻
図
書
館
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
48
）
６
０
０
０
ま
で
。

葛
城
歌
壇
発
表
会

▼
日
時：

11
月
13
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所：

歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ
ー
ル

▼
内
容：

入
賞
者
の
表
彰
式
お
よ
び

出
詠
作
品
の
講
評
。

◎
詳
し
く
は
、

新
庄
図
書
館
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
69
）
４
６
４
６
ま
で
。

絵
本
講
座

「
絵
本
は
子
ど
も
の
も
の
」
と
思
っ
て

い
る
方
の
た
め
に
、
大
人
も
楽
し
め
る
絵

本
の
見
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
講
師
】
加
藤
啓
子
氏

▼
日
時：

12
月
５
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所：

新
庄
文
化
会
館
　
展
示
室

▼
申
込
方
法：

電
話
ま
た
は
ご
来
館
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、

新
庄
図
書
館
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
69
）
４
６
４
６
ま
で
。

＊
当
日
は
託
児
を
行
い
ま
す
。
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

當
麻
商
工
ま
つ
り
開
催

▼
日
　
時：

11
月
20
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所：

葛
城
市
農
村
広
場

▼
内
　
容

・
模
擬
店
（
展
示
即
売
）

・
當
麻
太
鼓
白
鳳
座
の
太
鼓
演
奏

・
音
楽
団
ア
ラ
・
ブ
レ
ー
ブ
ェ
の

吹
奏
楽
演
奏

・
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

（
豪
華
賞
品
多
数
）

＊
会
場
周
辺
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
徒
歩
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
商
工
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
48
）
５
５
０
１
ま
で
。

葛
城
市
心
身
障
害
者(

児)

作
品
展
開
催
と
作
品
募
集

▼
作
品
募
集
対
象
者

市
内
在
住
の
心
身
障
害
者(

児)

の
方

▼
募
集
種
目：

絵
画
・
写
真
・
書
道
・
工

芸
・
手
芸
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
タ
イ
プ
ア
ー

ト
の
６
種
目

▼
応
募
先：

社
会
福
祉
課

▼
応
募
期
限：

11
月
30
日
（
水
）

【【
作作
品品
展展
】】

▼
展
示
期
間：

12
月
９
日(

金)

〜
16
日(

金)

▼
展
示
場
所：

新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

第
８
回楽

し
く
健
康
ウ
ォ
ー
ク

主
催：
葛
城
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
協
議
会

▼
コ
ー
ス：
竹
内
街
道
と
芭
蕉
旧
跡

「
綿
弓
塚
」
を
巡
る
約
10
㎞

▼
開
催
日：

11
月
19
日
（
土
）【
小
雨
決
行
】

▼
集
合
場
所：

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
時
間：

午
前
８
時
30
分
〜

午
前
９
時
30
分
（
出
発
）

＊
午
後
２
時
30
分
頃
帰
る
予
定
で
す
。

▼
参
加
費：

大
人
…
１
０
０
円

小
人
…
50
円
（
小
学
生
以
下
）

＊
参
加
費
に
は
、
傷
害
保
険
料
も
含
み
ま
す
。

＊
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
。

＊
綿
弓
塚
で
昼
食
の
お
に
ぎ
り
を
お
渡
し

し
ま
す
。（
お
茶
は
各
自
持
参
）

＊
完
歩
さ
れ
た
方
に
は
完
歩
賞
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▼
申
込
先：

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
69
）
９
９
０
０

▼
申
込
締
切：

11
月
10
日
（
木
）

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
69
）
９
９
０
０
ま
で
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
　

個
別
相
談
会
開
催

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
（
人
工
肛
門
、
人

工
膀
胱
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
）
で
、
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
、
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
一
人
で
閉
じ
こ
も
ら
な
い

で
、
専
門
家
に
、
ま
た
同
憂
の
先
輩
と
相

談
し
て
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時：

11
月
15
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所：

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

第
３
会
議
室

（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
の
11
）

▼
相
談
料：

無
料

▼
対
象
者：

県
内
に
お
住
ま
い
の

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

▼
相
談
員：

専
門
看
護
師
、
同
憂
の
先
輩

◎
詳
し
く
は
、

（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
奈
良
県
支
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
44
）
２
８
９
０
【
三
上
】
ま
で
。

市役所へのお問い合せは、新庄庁舎 TEL（69）3001 または 當麻庁舎 TEL（48）2811まで。

第
24
回
奈
良
県
毛
皮
革
フ
ェ
ア

Ｉ
Ｎ
　
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
開
催

▼
開
催
期
間：

11
月
18
日(

金)

〜
20
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場：

菟
田
野
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
宇
陀
郡
菟
田
野
町
古
市
場
１
５
９
６
の
21

毛
皮
革
工
場
団
地
内
）

◎
詳
し
く
は
、
菟
田
野
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
４
５
（
84
）
４
０
５
９
ま
で
。

第
46
回
奈
良
県
特
産

「
皮
革
・
は
き
も
の
市
」
開
催

県
内
で
生
産
さ
れ
る
皮
革
・
履
物
製
品

を
展
示
即
売
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間：

11
月
３
日(

木)

〜
９
日(

水)

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

（
９
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

▼
会
場：
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店

６
階
奈
良
ホ
ー
ル

◎
詳
し
く
は
、

奈
良
県
特
産
皮
革
は
き
も
の
市
運
営
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
４
４
（
23
）
３
５
３
５
ま
で
。



●日時　11月10日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　11月17日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　11月24日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会
電話 69-3001

●日時　11月17日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　11月24日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　電話 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市下田西2-1-22

（社）シルバー人材センター1階
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（電話24-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方


